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観光地を訪れることを軸とした
「観光英語」の授業についての報告
－－グループワークと英語を発信することに重点を置いた英語授業－－
金川 由紀
はじめに
筆者は、日本のような英語を日常使用しない環境下で英語を学ぶ学習者に対してどのような英語授
業を行うことが重要なのか、という命題について研究を重ねてきている。英語をアウトプットさせる
ためには、先行する聴解力の育成が重要であることについては、李・金川（2004、2005）で述べた。
また、金川他（2006、2007）では、学習者が英語授業に求めるニーズと教授者側の認識との間に齟
齬が存在することを指摘した。一方、筆者は国際観光学部国際観光学科に所属し、観光に関する英語
の科目を担当するようになってきている。観光英語については、現在まで、「観光英語」という言葉
は巷間に流布しているものの、その実態は「観光業で使う英語」程度の意味しかなく、具体的に定義
された形跡もない。教授するにあたり「観光英語」と題されたテキストを取り寄せ比較検討を行った
が、海外旅行にでかける際の英語、留学する際あるいはホームステイで役立つ英語といった類のもの
ばかりであった（金川 2008）。
さらに、2009 年度から「英語で学ぶ日本の社会文化」の科目が開設されるにあたり、日本の社会
や文化といったときに何を教授することが学生たちにとって望ましいといえるのかについても考える
ようになった。
山上（2008）は、文化について文明との相違を引きながら以下のように述べている。
文化は、目に見える有形なものというよりも、むしろ視覚では感じられない人間の精神的な価値
観で構成される。つまり、文化とは、心の豊かさを創造する宗教、学問、芸術、道徳などの価値観
や規範などが発達する過程といえる。「暮らしは貧しくとも心と頭は、清く、高く、美しく」とい
う標語にあるように、文化の語義は「心と頭」に該当するといえよう（p.24）。
また、日本の文化について、白幡（2003）は、以下のように述べている。
能、狂言、華道、茶道などはたしかに日本文化だろう。けれども普通の日本人がそれらと接する
機会は 1年にどれくらいあるだろうか。（中略）／いかにも日本らしいもの、「日本」が感じられるも
の、それが日本文化だと思われてきた。いうならば「和」ものである。しかし、日本はそれだけで
はない。日常の私たちの暮らし方、それもれっきとした日本文化である（p.2）。
山上の文化についての語義を基底におき、白幡が取り上げているテーマなどを参考にしながら、
「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業を進めることにした。筆者自身もあらためて日本文化や社会へ
の視点をもち、受講生にとって益する授業を展開したいと考えている。
日本の社会文化を英語で学ぶことの意義は何であろう。筆者は、受講生が日本の社会文化をあらた
めて客観的に捉えられるようになること、次に捉えられたものを外国語（英語）で表現できること、
表現することにより、外国人とコミュニケーションを体験できるようになること、以上の 3つのこと
だと考えている。
2008 年度の「観光英語」の授業では従来の「観光英語」と題されたテキストと筆者が独自で作成
金川 由紀
－ 28 －
した教材を併用しながら進めた。概して、学生からの反応は金川作成の独自教材を用いて授業を行う
方がよいという感触を得たのであるが、2009 年度はその感触を科学的に実証するための第一段階だ
ととらえている。最終的には、観光に関心を寄せる受講生にとってのよりよい英語授業について研究
を進めていきたいと考えているわけだ。
筆者の今までの研究からは、学習者は英語をアウトプットしたいという願望があることがわかって
いる。その願望を充足させるために日本の社会や文化をテーマとして取り上げることは、学習者には
次のような 2つの利点があると考えられる。一つは学習者の英語学習への動機づけを高めることがで
きること、あと一つは、既知の内容を英語で学習することから、英語に苦手意識をもつ学習者にも取
り組みやすい内容になっていることである。
本稿では、「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業内容を振り返り、英語を発信させることを目標
とした授業について学習者がどのようなことを感じたのかについて、アンケート調査の結果をふまえ
て報告する。
１．授業の目的
授業の目的は、英語を日常的に使用するような環境にない日本のような状況下で英語学習をする際
に効率的に英語学習を進めるための方法として、学習者にアウトプットをさせることに重点を置いた
教授法の有効性について研究を行うものである。日本の英語教育については、何年学習しても十分に
英語を使いこなせるレベルにはいたらない、といった批判が常にある。その原因としてはさまざまな
理由が考えられるが、教授法の視点から考えるならば、一因として文法訳読式の教授法がまだまだ教
育現場にあることが考えられる。
そこで、「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業では、学習者が常に能動的、自発的に英語学習を
行う環境を作り出すことにより、学習者自身ですら英語を学習していることを意識しないような方法
で英語力の向上を図ろうとする試みを行うこととした。具体的には、日本の文化や観光資源を発信す
ることを通じて、学習者に恒常的に英語を使わせるようにしむけ、結果として英語力の向上を図るこ
とを達成しようとするものである。
従来の授業形態のように、一方的に講義を聴くことや与えられた課題をこなすといった受動的な態
度でのみ英語に接することは、学習者にとって望ましくない。そこで、英語をツールとして使いこな
すトレーニングが必須となる。このトレーニングを学習者に課すことを試みたわけである。
授業の基底をなす研究の目的としては、自国の文化や観光資源を素材として用いることにより、世
界の人々に日本を知ってもらう戦略的ツールとしての「観光英語」という概念を打ち立てることが挙
げられる。キーワードは「自文化の意識化」であり、それを構築するための「現地調査」および発信
手法としての「観光英語」の研究といえよう。そのために、授業では個々の観光資源や特定の文化の
一つ一つについて歴史的背景や文化の独自性を特定していく作業を課していく。次にそれらをいかに
アピールするのかについて「意識化」という概念を縦軸に、「英語」を横軸として行っていく。
２．実際の授業
授業の流れとしては、テーマとして観光名所や和文化をとりあげ、現地調査等にでかける。その後、
現地調査での‘気づき’を加味した案内や紹介文を作成し、紙ベースや電子的データにして海外へ向
けて発信させるものである。つまり、①現地調査前情報収集と分析、②現地調査、③調査後の情報発
信、という 3つをワンクールとした。
①の段階では、パンフレット等の収集を行い、英文テキストの解読や日本語訳との対比を通して英
語学習を行う。②の段階では、①の段階で学習した情報を基に、実際に現地を見学するとともに訪れ
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ている外国人観光客へのインタビューや質問紙による調査を実施する。調査では学習者は英語を実際
に話し、聞き取らなければならない。③の段階では事前に得た情報と現地調査の結果、さらには学習
者自身が気付いた事象等を検討させ、独自の紹介文や観光案内パンフレットを作成する。発表の媒体
は異なるものの、学習者は英語で原稿を書くこととなる。
学習者は既存の英語案内を入門として英語に触れることにより、英語への心理的ハードルが低い状
態から出発することができる。現地調査では、外国からの観光客へのインタビュー等も課せられるの
で、実際に英語でのコミュニケーションを行う。さらに、発信する作業を通じて英語を書く作業を課
せられることになり、「聞く、話す、読む、書く」という 4技能をバランスよく学習することが可能
となると考えた。
この形式で行う授業は、2009 年度から 3年間をかける予定であり、「観光英語」を新たな枠組みで
捉え直し、発信力としての英語を提唱することで、学習者の英語力向上を図るという命題に取り組み
たいと願っている。そういう意味で、従来型の英語授業からの脱却を目指す「英語授業法変換」の試
みを行うといえよう。
３．特色
本研究の特色は次の 3つであると考えている。
第一に従来型の英語授業を脱却させる手法を試みること。多様な学習者が大学で学ぶ現状で、でき
るだけ多くの学習者の期待に答える教授法というものに一石を投じることになれればと願っている。
学習者のモチベーションを上げるには、何よりも学習者の興味、関心や意欲を知り、汲み取っていく
ことが肝要であるという議論には疑問をはさむ余地はないだろう。今回研究する課題は学習者中心で
進める自発的学習システムという理念に立脚し、教授法のパラダイムシフトを図るものである。図 1
に従来型授業と本研究で行う授業形態について比較を行う。
第二に、発信型の「観光英語」を確立していく第一歩となるものである。今後の国際化時代を迎え
るために必要な英語力というものについて位置付けを行いたい。本授業と研究を通じて、観光に必要
な英語力とは何かという問いに光をあてていくものである。また、成果物を国際観光都市京都に提供
し実際に役立たせることも目指したい。
第三に、前面に「観光」を打ち出し、英語は完全にツールとして使わせることで、学習者の英語力
を問わず、「聞く、話す、読む、書く」の 4技能すべてを網羅的に、効率よく学習させることを実現
できると確信している。言い換えれば、英語を苦手とする学習者にも、英語学習を自然に進めること
ができる環境を提供できることだ。
さらに発信力としての「観光英語」を確立し、国際化時代に求められる英語力とそれを育成する学
部段階での英語教育に成果を還元していくために、以下のような 3年にわたる計画をたてている。
初年度では、観光資源を特に京都にあるものに限定して行う。これには二つの理由がある。一つに
はパンフレットの収集や現地調査を学習者、つまり筆者が担当する授業を受講する学生が行うわけで
あるから、近辺に限定しコントロールをしやすくさせる必要があるということ。二つには、京都は日
本の文化を代表する家元等が在住し、神社仏閣においても本山が多数存在している。このことは実際
図 1．本授業の特色
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に「観光英語」への需要を高めており、筆者が提唱する発信力としての「観光英語」確立が求められ
ている地域であるからである。
二年目は、初年度で得られた成果にさらなる検証と考察を加える補強の段階と位置づけている。最
終年度では、2年間で得られた実績をもとに研究対象を関西圏や日本全国に広げるものとする。また、
その際は発信している情報から得られたフィードバック等にも考察を加え、海外で日本の観光はいか
に発信されているのか、という問いに対する回答へも視野を広げたい。以上のことを通じて、成果物
である作成したテキストのブラッシュアップという作業を 3年間にわたり継続して行っていく。
従来型の英語授業と今回実施する研究で行う英語授業を比べたときにどのようなことが言えるのか
については、従来型の英語授業受講生と、本研究対象の授業受講生の 2つのグループを比較すること
で明らかにしていく予定である。授業受講前後に英語力をテストにより測定しておき、量的に検証す
る。また、英語授業に求めるものについての質問誌調査を実施することにより、質的な検証も行いた
い。受講生へのインタビューや記録を分析することにより、受講生が英語学習や本研究で行った授業
形態にどのような意識を持っているのか、意識に変化があったのかといった問いに対する回答を明ら
かにしていきたいと考えている。
2009 年度は、授業を通じて 5箇所以上の観光地や観光スポットに受講生を現地調査に行かせる。
図 2には、本授業を通じて受講生が行う学習を図示する。
現地調査前の事前段階では、調査地についての既存の情報を収集し、何がどのように発信されてい
るのかを特定することが重要である。収集した資料には英語のみで書かれたものもあれば、英語と日
本語が対訳的に書かれたものもあるであろう。できるだけ多くの資料を集めることにより、受講生た
ちが多量の生きた英語に触れることになる。そのことが受講生たちの英語力向上に寄与すると考えて
いる。
現地調査では、事前に得た知識と実際に目にする観光地や観光地としての特徴や魅力について学習
者の視点から意識付けを行わせる。もし、事前の情報と実際とのあいだに何らかの乖離がある場合に
は、そのことをどのように表現するのかが、事後検討時の課題となるであろう。乖離がなければ、事
前調査で得られた情報で十分であるのかどうかという疑問を投じることや、学習者からの提案や独自
の視点で捉えられた事象を盛り込むことを指示する。最終的に現地調査後はオリジナルなテキスト作
成を行わせ、情報を外部へ向けて発信させたい。
筆者は観光学部での教育経験を踏まえて、以下のような点に特に配慮をしながら研究を進める。京
都にある大学で観光関連の学部学生であるにも関わらず、学生たちは京都の有名な観光地ですら実際
に訪れている割合は高くない。そこで、2009 年度は京都観光では基本ともいえる有名寺社等を現地
調査の対象とした。観光を専門的に学ぶ上で意義のあることと言えよう。詳細については後述するが、
具体的には清水寺、銀閣寺、金閣寺等である。また、今回の学習フローをより活性化させるために、
図 2．受講生たちの学習フロー
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学習形態はグループ形式で行わせることとした。学生は 5名から 6名程度のグループにより学習を進
めることになる。グループワークの手法は、「卒業研究指導」というゼミ形式の授業で実施している
経緯があり、学生たちが切磋琢磨し成長することが実証されている。グループ内でリーダーを中心と
してメンバー相互の助け合いが生まれ、他者との相互援助力がプロジェクトを推進する力となること
が多い。なお、各作業時には個人別の作業も並行して行わせるように指導し、グループ内で特定の学
生に負荷がかかることを防ぐように配慮する。
４．授業のながれ、シラバス
「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業では、上述した目的を達成するために以下のようなシラバ
スを作成し、最初の授業で受講生に配布するとともに筆者から説明を行った。2009 年度は春学期の
授業開始一週間は、受講生が履修しようとする授業に自由に参加することができるようになった。そ
のため、受講生は、筆者からの説明やシラバスをみて受講するかどうかを考える時間に恵まれ、納得
した上で受講登録ができたはずである。以下に、受講生に配布したシラバスを記載する。
＜授業の概要＞
日本の社会や独自の文化に対して考えることからはじめようと思います。文化といっても広いので、
「衣食住」や「習慣・慣習」などから受講生の興味や関心に合わせていくつかのテーマを選び、学習
するなかで英語を身につけていってもらいたいと考えています。授業の内容から、教室を離れ現地へ
行き、資料を収集することや現地での学習を実施することもあります。また、テーマによっては外部
から講師を招聘することもあります。受講生のみなさんの希望なども取り入れていきたいと考えてい
ます。
春学期では、京都の有名社寺を対象としてそれらがどのように英文で紹介されているのか、という
情報収集から始めます。グループで現地に調査にいってもらい、資料や写真等を集めてきてもらいま
す。⇒持ち帰った資料を分析します。⇒プレゼンテーション⇒ ディスカッション ⇒オリジナルな
情報発信 を最終目標としたいと思います。夏休み期間には再度実地調査を行うことになるかもしれ
ません。
＜この授業の目標＞
日本文化のことを紹介できるようになることを目標とします。英語のテキストの読解を十分に行っ
てから英語を使って表現できるようになることを目指します。春はとりあえず、京都にある有名寺社
を案内できるようになりましょう。
＜授業計画＞15 回の授業内容（右側には補足説明を加えており、実際に配布したものには補足説明
部分は書かれていない）
①オリエンテーション ：シラバスの配布と授業説明
②グループわけ、調査対象の決定：5名程度を基準にしてのグループにわけ、調査場所の決定
③グループ活動① 実地調査 ：現地での資料収集と情報収集、フィールドワーク
④グループ活動② 資料検討① ：収集した資料の英文読解活動
⑤事例研究 ：授業者がモデルとしてのプレゼンテーションの例示
⑥グループ活動③ 資料検討② ：モデルを参考にプレゼンテーションの仕方を検討
⑦プレゼンテーションの準備 ：英文の発表原稿、参考資料、発表手法、役割分担の決定
⑧プレゼンテーション① ：受講生からの発表
⑨プレゼンテーション② ：受講生からの発表
⑩発表の振り返り 全体 ：プレゼンテーションについての意見交換
⑪発表の振り返り 英語に焦点化して：英語の学習
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⑫お寺のことを案内してみよう① 各自の作業：各自の発表準備
⑬個人のプレゼンテーション① or 現地での情報発信：各自のプレゼンテーション
⑭個人のプレゼンテーション② or 現地での情報発信：各自のプレゼンテーション
⑮まとめ or 実地見学 or ゲストスピーカを招いて ：全部の英文テキストの読解など
＜評価＞評価の割合
確認テスト 30％、授業への参加 30％、プレゼンテーション 40％、合計 100%
５．実際の授業
＜現地調査＞
受講生に配布したシラバスでは、15 回の授業計画を上述したように計画していたが、実際の授業
では、計画通りに行かない部分が生じてきた。実地調査はちょうどゴールデンウィークになったので
2週間の期間を与えることができたが、グループによってはこの期間内に行くことができずに、指定
した期間以後に調査を実施したものもあった。
＜グループ分け＞
受講生たちに相談させて、2名以上のグループを作らせた。受講生のほとんどは 3年次生であるが、
4年次生、過年度生があわせて 3名いた。また、留学生が 4名履修している。最小は 2名のグループ
が 2組、最大は 6名のグループが 1組というグループ分けになった。
＜調査対象地＞
春学期の調査対象地は、京都の有名な寺社を対象にするように指示し、各グループで相談させて、
以下の寺社が調査対象地となった。
高台寺、銀閣寺、平安神宮、下鴨神社、上賀茂神社、清水寺、八坂神社、平等院、金閣寺、東寺、
二条城、南禅寺の 12 箇所である。
実地調査に先立ち、目的地の住所や電話番号、大学を基点としたアクセスについてインターネット
等を用いて調査させた。アクセスについては、利用公共交通機関、乗車駅、降車駅、所要時間、費用
などを確認させた。その他、調査目的と調査実施予定日、グループ内の役割分担を決めさせて、調査
に対する意識付けと具体性を高めるように配慮した。また、当然のことであるが、緊急の場合の連絡
方法や調査において留意する事柄などについて、入念に事前に指導を行った。
＜事例研究＞
受講生のプレゼンテーションに先立ち、事例研究として筆者が「京都御苑」をテーマにプレゼン
テーションを行った。それをモデルとして、外国人に京都の観光スポットを紹介するつもりでプレゼ
ンテーションを行うように指導した。「京都御苑」のプレゼンテーションは、御苑で入手できるパン
フレットをもとに、パワーポイントを使ってスライドごとに写真と英文のテキストを提示する方法を
とった。音声を重視し、各スライドには必ず何らかの音声が入っているように組み立てた。音声はネ
イティブスピーカーの協力を得て行った。以下に実際に行ったプレゼンテーションの流れを説明する。
① リスニング
テキスト全体の英文を最初にリスニングさせ、わかったことを発表させる。受講生からの発表はす
べて黒板に書いて全員から見れるようにし、意見が出尽くすまで時間を十分に与えるように配慮する。
流れてくる英文の内容としては、御所が建てられた年号、火事によって焼け落ちた年号、広さと
いった数字などを中心に京都御所を概観することから始まる。このリスニングを通してわかったこと
を発表する過程で、学習者は流れてきた英文に興味をもち、引き込まれると考えている。言い換えれ
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ば、学習者の興味や関心を喚起するわけである。次に、わかったことを全員で確認する作業を経て、
興味をもたない学習者や理解不足の点を確認することができる。これからの授業の中で、不明な点を
明らかにしていきたいという欲求が、全員に共有できるようになるわけである。
② キーワード
英文学習に先立ち、キーワードとなる単語について、スペルと音声を同時に提示し、発音練習を行
わせる。パワーポイントを用いて作成された教材は、クリック一つで、スペル・音声のスライドと意
味が書かれたスライドを交互に提示することができるので、フラッシュカード式に単語学習を進める
ことができる。リズム感よく提示することで、学習者に適度な緊張を与えながら単語学習が進むよう
に構成されている。
③ テキストリーディング
キーワードを終えた段階で、英文テキストの読解の段階に進む。パワーポイントを使い、英文のテ
キストを提示していく。パンフレットに掲載されている写真などを背景に、一文ずつ音声とともに提
示する。学習者は画面を見ながら英文を聴き、読み、発話することとなる。
④ 内容の確認
すべての英文を学習した段階で、最初に聞いたときに発表させた内容を確認していく。ここで学習
者の興味を今一度惹きつけ、理解を個々に深めさせることができる段階ととらえている。
⑤ 理解促進、補強
補助プリントとして、キーワードの練習ができるものと英文テキストの全文に対訳、さらに和訳を
みながら英文を書けるようにしたものを渡した。このプリントの目的は、確認や理解を促進し、さら
に自発的学習につなげることである。
＜プレゼンテーション＞
グループのプレゼンテーションは、シラバスでは 2回の予定であったが、11 のグループが発表す
ることになったことで、全ての発表に 4週間を要することとなった。そのため、最初に発表したグ
ループと後半に発表するグループでは準備の時間に差が生じた。そこで、公平を期するために全グ
ループに再発表の機会を設けた。各グループの発表に対しては、授業担当者の評価はもちろんのこと、
各グループ間の評価も行い、最終的な成績評価の参考にした。
グループ発表が当初予定の倍の期間に渡ったため、個人のプレゼンテーションを行うことができな
くなった。そこで、個人学習を行うために最終週には確認のためのテストを実施することとした。受
講生には変更理由とテストの目的を説明し、グループ発表で配布されたプリントなどをよく読み学習
するように促した。
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６．受講生のアンケート調査報告
2009 年春学期最終講義（2009 年 8 月 5 日）で、受講生にこの授業についてのアンケートを実施し
た（APPENDIX 参照）。英語学習を自分が興味、関心を抱いた場所についての英語で行うことと、グ
ループ学習という授業形態についてどのような感想をもったのかを知るためである。回答を得られた
のは 41 名の受講生からであった。
＜A．調査についてより＞
アンケートのAの部分の回答からは以下のようなことが指摘された。グループは 12 に分かれてい
たが、南禅寺を選んだグループは、メンバーが調査に行くこともなく、授業への参加がほとんどな
かったため、結果として消滅した。そのため、グループ数は最終的に 11 となった。
調査して気付いたことについての受講生たちの意見を表 1にまとめる。自由記述の回答を概観する
と、グループ間の人間関係、調査した場所、外国語表記などことばに関するものという 3つのカテゴ
リーに分けることができた。
受講生たちは「国際観光コミュニケーション」、「国際観光」学科に所属する学生たちである。京都
の観光スポットについて、日ごろからさまざまな知識を与えられているにも関わらず、今回の調査で
実際に行ってみてわかったことや発見があったと書いていることが印象的である。準備不足と書いた
学生がいるが、実地調査前には、事前学習の時間をとるなど指導も行ったので、1名に留まったと考
えている。
「観光地の外国語のパンフレットを集める」という課題を与えることで、日本語や外国語の表記に
ついても、関心を持たせることができた。その結果、意識してみると案外、外国語による案内が充実
していることや、日本語と外国語表記間に差異があることなどに気付いたようである。
他のグループ発表で印象に残ったところとして、学生たちは、金閣寺（10）、銀閣寺（6）、清水寺
（6）、八坂神社（5）、二条城（4）、平等院（3）を挙げた。今後、受講生たちが作成したプレゼンテー
ションなどをまとめる予定である。まとめたものを再度鑑賞する機会を設け学習したことを深化させ
ていきたい。
＜B．学習についてより＞
質問項目は、次の 9つを設定した。①テキスト（英文）に興味を感じたか、②自分たちで英語を読
むことで勉強になったか、③グループで協力することで英語の勉強がはかどったか、④英語を読むこ
とで調査した場所について見聞が広がったか、⑤従来の勉強方法とこの授業の勉強方法を比べて、こ
の授業の方が積極的に勉強できたか、⑥従来のように先生から英語を教えてもらう方が英語力が上る
と思うか、⑦この授業のように自分たちが興味をもつ場所の英語を読むことで、勉強が楽しいと感じ
たか、⑧この授業で英語力がついたと思うか、⑨他のグループ発表で英語力がつくと思うか、である。
回答方法は、それぞれの項目について、5：とてもそう思う、4：そう思う、3：どちらともいえな
い、2：あまりそう思わない、1：まったくそう思わない、というスケールを用いて、あてはまる数字
肯定的意見 否定的意見
場所
・調査に行って改めて発見があった（16）
・場所を知れてよかった（9）
・歴史を知ることができた（5）
・調査の当日は暑くて大変だった
・準備不足を感じた。もっと調べてから行けば
よかった
言葉
・案内が外国語でかなり書かれてあり親切だ（3）
・英語と日本語の違いに気付いた（2）
・英語を使うのに苦労した
・英語のパンフレットがなかった
人
・もっと人と仕事ができればよい
・グループ活動が楽しかった
・仕事（役割分担）の偏りがあって大変だった
・グループ活動は難しかった
表 1．調査して気付いたこと
（ ）内の数字は同じような意見を書いた数
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一つに丸をつける形で実施した。受講生の内、41 名から回答を得ることができた。
表 2に各質問項目についての回答結果をまとめる。
表 2から、始めに受講生たちが高く評価した項目をみていく。質問項目の後に、5（とてもそう思
う）あるいは 4（そう思う）と回答した割合を数字で付記して示す。質問 4「英語を読むことで調査
した場所について見聞が広がったか」（95%）、質問 2「自分たちで英語を読むことで勉強になった
か」（82%）、質問 7「この授業のように自分たちが興味をもつ場所の英語を読むことで、勉強が楽し
いと感じたか」（78%）となる。この結果からは、受講生たちは、自分たちが集めてきた資料を用い
て英語を学習することについて楽しく見聞を広げられたと評価していることがわかった。
逆に低い評価を受けた項目は、質問 9「他のグループ発表で英語力がつくと思うか」（37%）、質問 8
「この授業で英語力がついたと思うか」（37%）が挙げられる。受講生たちは、前述したように楽しく
学習できたとは感じているが、実際に英語力が向上するかについては自分で評価できずにいるわけで
ある。また、従来の英語教授法との比較においては、質問 5および 6からの回答から半数以上の受講
生が今回の授業形態を評価しているにとどまっている。
＜考察＞
「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業のねらいは、一つに自発的に学習する態度の育成、二つに
観光に関する英語力の向上である。受講生たちからの回答をみながら、目的が果たせたのかについて
考察してみたい。
高く評価している回答からは、自分たちが興味をもった観光地について、英語のパンフレットを読
むとともに実地調査にでかけたことで、通常のテキスト以上のことを知ることができたことへの満足
感があったことを評価していることがわかる。また、個人ではなくグループで学習することにより楽
しく学習できたと評価していることも指摘できよう。
一方で、低く評価した回答からは、他のグループの発表については関心が薄れたことや興味を喚起
されなかった傾向があることがわかる。その結果、英語を勉強するのは、自分たちが集めてきた資料
だけからになりがちであったことが指摘されている。
教師から一方的に与えるテキストによる勉強との比較、つまり勉強に対する意欲の喚起という観点
は、五分五分の評価だったといえよう。今後、他のグループ発表について興味や関心の度合いを上げ
ることができれば、もっと積極的に学習する態度を育成できるはずである。そのためには、グループ
のプレゼンテーション作成には十分な時間と英語を読む練習時間の確保が重要だと考えている。
質問項目には、「英語力」ということばが何度かでてくるが、受講生たちが「英語力」と聞いて思
い浮かぶものが違っていると考えられるので、質問項目について検討が必要である。さらに、「英語
力」については、なんらかの方法で測定できれば客観性をもたせることができるだろう。これらにつ
いては今後の課題としたい。
1 2 3 4 5 6 7 8 9
合 計 150 167 149 176 146 150 158 127 127
平 均 3.66 4.07 3.63 4.29 3.56 3.66 3.95 3.1 3.1
SD 0.94 0.85 1.04 0.75 0.95 0.82 0.88 0.92 1.04
数
5 6 13 7 16 7 6 10 1 3
4 21 21 21 23 15 18 22 14 12
3 9 4 5 1 13 14 4 16 15
2 4 3 7 0 6 3 4 8 8
1 1 0 1 1 0 0 0 2 3
表 2．アンケート回答結果
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まとめ
外国語教育の目的は何であろう。村野井他（2001）では、英語学習の意義を（1）地球上のより多
くの人々との相互交流の機会が広がる、（2）人間性・知性を育てる、の 2つに大別している。さらに、
（2）は、1）国際感覚を育てるための外国語教育、2）アイデンティティの発達をめざす外国語教育、
3）言語理解のための外国語教育、4）他文化・自文化理解のための外国語教育、5）知的訓練のための
外国語教育、6）外国文化・文明輸入のための外国語教育に細分されている。この 2）アイデンティ
ティの発達をめざす外国語教育においての文中で以下のような記述がある。
異なる文化、異なる価値を持った人々と関わりながら生きていかねばならない現代社会では、一
人一人が国際感覚を育てると共に、個人のアイデンティティをしっかりと持つことが今まで以上に
重要になる。アイデンティティがはっきりしていないと、国家や文化の狭間で浮遊する国際流民に
なってしまうおそれがある。英米人などの英語母語話者を自分たちより優れた民族と考えて、自分
の文化を卑下してしまうような態度も、アイデンティティの弱さに起因すると考えられる。一方で、
「日本人として」という国家的なアイデンティティを強調し過ぎると、自分たちと外国人を対立的
にとらえ、排他的な二項対立的認識を生徒に植え付けてしまう可能性もあると指摘されている（冨
田・パーメンター 2000）。さらには偏狭なナショナリズムや、自民族中心主義（ethnocentrism）に
つながるおそれもある。このように、個人のアイデンティティ確立は、私たちにとってとても重要
なことであり、適切なアイデンティティを育てるためには、国際理解教育の視点に立った外国語教
育が重要な役割を果たすと認識されている（p.5）。
現在は、英語が国際語となりつつあり、筆者自身も外国にでかけたりする際には英語の恩恵にあず
かることが多い。しかし、一方で筆者の母語である日本語はどうなっていくのか、という危惧を抱い
ている。この危惧はつまるところアイデンティティの揺らぎに行き着くのではないだろうか。日本語
が「亡びる」運命を避けるために何をすべきか、については、水村（2008）の議論に譲りたいと考え
ているが、今後もよりよい外国語教授法というものについて検証を行っていきたい。
「英語で学ぶ日本の社会文化」の授業を担当することになり、受講生には日本社会や文化の独自性
への視点をもつこと、そこから他の社会や文化への扉を開いていってもらいたいと願っている。次世
代にそういった視点をもってもらうことができれば、平和な地球を絵に描いた餅で終わらせることに
はならないと考えるからだ。
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A report on “Tourism English” classes structured around the
visits to popular sightseeing spots
－English course works which train students to work
in group and actually produce English－
Yuki KANAGAWA
The author has been seeking appropriate methods of teaching English to college students in Japan.
One of the reasons why Japanese college students are not able to properly handle English could be
attributed to their passive learning attitude. The author has tried to create the leaning environment in her
class of “Studying Japanese Social Culture in English,” in which the students would engage in active
communication in English. This article reviews the course work for the said class and reports the result
of the questionnaire given to the students concerning the class.
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英語で学ぶ日本の社会文化 共通
学年 学籍番号 氏名
Ａ．調査について
あなたが調査した場所はどこですか。 日本語
English
1 ．調査して気がついたことを書きなさい。
2．グループのなかで、あなたが行った役割は何ですか。
3．グループで頑張ってくれた人は誰ですか。
4．他のグループ発表でもっとも印象に残ったところはどこですか。
Ｂ．学習について
授業で英語をまなぶときには先生が決めたテキストにしたがって学習してきましたが、今回は自分
が興味をもっている場所の英語を読んで学習したと思います。そこで以下の質問に数字に丸をつけて
ください。（5：とてもそう思う 4：そう思う 3：どちらともいえない
2：あまりそう思わない 1：まったくそう思わない）
1．テキスト（英文）に興味を感じましたか。
2．自分たちで英語を読むことで勉強になりましたか。
3．グループで協力することで英語の勉強がはかどりましたか。
4．英語を読むことであなたの調査した場所について見聞が広がりましたか。
5．従来の勉強方法と今回の授業での勉強方法では今回の方が積極的に勉強
できましたか。
6．従来のように先生から英語を教えてもらう方が、英語力が上ると思いま
すか。
7．今回のように自分たちで興味のある場所の英語を読むことで、勉強が楽
しいと感じましたか。
8．今回の授業で英語力がついたと思いますか。
9．他のグループ発表で英語力がつくと思いますか。
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
5 4 3 2 1
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